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・
す
べ
て
の
子
ど
も
の

　

基
礎
学
力
を
保
障
す
る
学
校
づ
く
り

　
　

―
 

教
育
課
程
編
成
講
座
（
後
期
）

講
演
よ
り

■台風、ひょう、雪による災害時、少額の
損害も補償します。（注）

■水災で床上浸水となった場合、保険金
額を限度に損害額全額を補償します。

（注）保険証券記載の免責金額を差し引いてお支払いし
ます。従来の住宅総合保険等では通常、損害額が
20万円未満の場合は、補償の対象外となっていました。

風　災

水　災

風　災

■

■

（注

■

■

（注

台風や水災に
遭ってしまっても、
幅広く補償します！

自然災害に強い火災保険自然災害に強い火災保険
（有）学校厚生会から

のご案内です

火災保険見積りキャンペーン実施中！
ただ今、火災保険を新規に見積りさせて頂いた方に
図書カード（500円）を進呈しております。
電話・ＦＡＸ・連絡箱にて今すぐご連絡ください！

図書カード
（500円）

地震による損害をカバーします。
地 震 保 険

地震で火災が
起こり家が
焼けた

津波により
家が
流された

地震で家が
倒壊した

家財もセットで
保険料が
おトクです！

学校厚生会　火災保険見積りセンター
専用ダイヤル　 0120-16-6262（携帯電話からでもOK!）
 ㈲学校厚生会　〒650-0012　神戸市中央区北長狭通 4－ 7－34

Free Dial
12

７
月
30
、
31
日
の
２
日
間
、

ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
「
子
ど
も
の

学
習
権
保
障
を
め
ざ
す
学
校
事

務
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

36
回
兵
庫
県
学
校
事

務
研
究
集
会
が
行
わ

れ
、
約
4
６
０
名
が

参
加
し
た
。

全
体
会
で
は
、
小

西
清
一
さ
ん
（
日
教

組
書
紀
次
長
）
の
中

央
情
勢
報
告
の
後
、

藤
川
伸
治
さ
ん
（
公

務
労
協
副
事
務
局

長
）
の
「
地
方
公
務

員
給
与
と
労
働
基
本

権
を
め
ぐ
る
現
状
と

課
題
」
と
題
し
た
講

演
が
あ
っ
た
。
分
科

会
で
は
、「
学
校
事

務
職
員
の
仕
事
を
考

え
る
」「
事
務
労
働

の
あ
り
方
・
研
修
に
つ
い
て
」

「
組
織
強
化
と
事
務
職
員
制
度

の
確
立
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
リ
ポ
ー
ト
の
発
表
と
意
見

交
流
が
行
わ
れ
た
。◆

小
西
さ
ん
は
「
骨
太
方
針
、

教
育
振
興
基
本
計
画
は
、
財
政

的
な
裏
打
ち
が
な
く
、
非
常
に

抽
象
的
な
内
容
で
、
現
実
の
教

育
に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な

８
月
15
日
。
今
年
も
い
つ

も
の
よ
う
に
明
石
公
園
に
出

向
き
、
兵
教
組
明
石
支
部
、

組
合
員
、
一
般
市
民
と
共
に

「
明
石
空
襲
の
碑
」
の

掃
除
と
戦
争
体
験
者
の

お
話
、
そ
し
て
正
午
に

は
蝉
時
雨
の
中
、
黙
祷

を
し
て
き
ま
し
た
。
毎

年
、平
和
の
重
み
を「
犇

と
」
感
じ
る
日
で
も
あ

り
ま
す
。
平
和
な
社
会

で
安
心
・
安
全
な
環
境

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

は
教
育
を
受
け
る
権
利

が
あ
り
、大
人
は
安
心
・

安
全
な
学
校
教
育
の
環

境
を
作
り
出
す
責
任
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

な
か
な
か
そ
の
よ
う
な

教
育
環
境
と
な
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

私
は
６
月
の
本
会
議

一
般
質
問
に
お
い
て
、

明
石
市
内
小
中
学
校
の

校
舎
耐
震
化
計
画
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
展
望

と
完
了
年
限
を
質
し
ま

し
た
。
小
中
学
校
校
舎
は
、

市
民
の
避
難
所
に
も
な
り
ま

す
。
中
国
四
川
省
の
巨
大
地

震
で
は
、
多
数
の
子
ど
も
た

ち
が
校
舎
の
下
敷
き
と
な
り

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

悲
し
い
教
訓
を
無
に
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

兵
庫
県
内
、
小
中
学
校
舎

の
耐
震
化
率
平
均
は
６
３
．

８
％
。明
石
市
は
４
５
．

６
％
で
、
県
内
平
均
よ

り
も
か
な
り
下
回
っ
て

い
ま
す
。
明
石
市
の
財

政
事
情
が
良
く
な
い
こ

と
は
十
分
理
解
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
が
納
得

の
い
く
回
答
内
容
と
な

る
よ
う
、
強
く
教
育
委

員
会
に
求
め
ま
し
た
。

特
に
年
限
を
明
ら
か
に

し
て
、
校
舎
の
耐
震
化

率
１
０
０
％
の
と
り
く

み
過
程
を
明
確
に
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
強
く

訴
え
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
は
、
大
変
驚
き
困

惑
し
て
い
ま
し
た
が
、

市
長
の
決
断
で
平
成
21

年
度
か
ら
25
年
度
の
５

年
間
で
、
未
耐
震
校
舎

の
全
棟
耐
震
化
補
強
の

完
了
を
明
言
致
し
ま
し

た
。
実
現
に
は
約
95
億

円
必
要
と
言
わ
れ
て
お
り
、
国

か
ら
の
交
付
金
、
補
助
金
、
起

債
、
一
般
財
源
の
確
保
を
す
す

め
、
実
現
ま
で
、
明
石
市
民
、

組
合
員
と
共
に
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
事
院
は
８
月
11
日
、
政
府

と
国
会
に
対
し
月
例
給
・
一
時

金
の
改
定
を
据
え
置
く
一
方
、

所
定
勤
務
時
間
を
１
日
７
時
間

45
分
と
す
る
こ
と
な
ど
の
勧
告

と
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
今
日

の
勧
告
内
容
は
民
間
実
勢
を
反

映
し
た
も
の
と
は
い
え
、
月
例

給
与
の
改
定
、
通
勤
手
当
の
引

き
上
げ
の
見
送
り
は
、
ガ
ソ
リ

ン
、
諸
物
価
高
騰
の
も
と
、
組

合
員
が
生
活
改
善
へ
の
強
い
期

待
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

不
満
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

他
方
、
人
事
院
が
厳
し
い
見
解

を
示
す
中
、
一
時
金
の
水
準
が

維
持
さ
れ
、
住
居
手
当
の
本
年

度
見
直
し
を
見
送
っ
た
こ
と

は
、
わ
た
し
た
ち
が
公
務
員
連

絡
会
に
結
集
し
、
最
終
段
階
ま

で
粘
り
強
く
と
り
く
み
を
進
め

て
き
た
結
果
と
い
え
る
。

し
か
し
、
人
事
院
が
住
居
手

当
の
見
直
し
に
来
年
勧
告
の
強

い
意
向
を
報
告
で
示
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
十
分
な

交
渉
・
協
議
と
合
意
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
県
人
事
委
員
会
勧
告

期
へ
の
と
り
く
み
と
08
対
県
確

定
の
と
り
く
み
が
は
じ
ま
る
。

兵
庫
県
は
新
行
革
プ
ラ
ン
を
受

け
て
、
さ
ら
に
厳
し
い
情
勢
が

予
想
さ
れ
る
。
県
職
労
・
兵
高

教
と
の
共
闘
体
制
を
い
っ
そ
う

強
化
し
、
全
組
合
員
の
団
結
の

力
で
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を

維
持
・
防
衛
す
る
た
め
の
と
り

く
み
を
強
め
よ
う
。

給
与
勧
告
の
骨
子

▼ 

民
間
給
与
と
の
較
差
（
０
．

０
４
％
）
が
極
め
て
小
さ
い

こ
と
か
ら
、
月
例
給
の
水
準

改
定
は
行
わ
な
い
。
医
師
の

給
与
に
つ
い
て
は
特
別
に
改

善
▼ 

期
末
・
勤
勉
手
当（
ボ
ー
ナ
ス
）

も
民
間
の
支
給
割
合
と
お
お

む
ね
均
衡
し
、
改
定
な
し

▼ 

給
与
構
造
改
革
の
着
実
な
実

施―

本
府
省
業
務
調
整
手
当

を
新
設

勤
務
時
間
に
関
す
る
勧
告
の
骨
子

▼ 

職
員
の
勤
務
時
間
は
民
間
と

均
衡
さ
せ
る
べ
き
も
の
。
民

間
の
労
働
時
間
の
状
況
か
ら

１
日
７
時
間
45
分
、
１
週
38

時
間
45
分
に
設
定

▼ 

勤
務
時
間
の
短
縮
は
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
、
行
政
コ
ス
ト
増
加
を
招
か

な
い
こ
と
が
基
本
。
公
務
能
率

の
一
層
の
向
上
に
努
め
る

▼ 

勤
務
時
間
の
短
縮
は
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に
も

寄
与

公
務
員
制
度
改
革
及
び
公
務
員
人

事
管
理
に
関
す
る
報
告
の
骨
子

▼
公
務
員
制
度
改
革
に
関
す
る

基
本
認
識

１ 

．
公
務
及
び
公
務
員
に
対
す

る
国
民
の
信
頼
回
復
が
急
務

２ 
．
時
代
の
変
化
に
適
合
す
る

有
効
な
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築

３ 

．
高
い
専
門
性
を
も
っ
て
職

務
を
遂
行
す
る
、
職
業
公
務

員
制
度
の
基
本
を
生
か
し
た

改
革
の
推
進

４ 

．
公
務
員
が
使
命
感
を
持
ち

全
力
で
職
務
に
と
り
く
め
る

よ
う
意
識
改
革
を
徹
底

▼ 

公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る

報
告

月例給・一時金ともに水準改定なし
民間給与との較差136円（0.04％）
自宅にかかる住居手当は、来年の勧告に向けて廃止を検討
職員の勤務時間を１日7時間45分、１週38時間45分に設定

兵政連議員より

尾仲  利治
（明石市会議員）

校舎耐震補強100％をめざして１ 

．
人
材
の
確
保
・
育
成
と
し

て
、
採
用
試
験
の
基
本
的
な

見
直
し
、
幹
部
要
員
の
確

保
・
育
成
、
人
事
交
流
の
推

進
や
女
性
の
採
用
・
登
用
の

拡
大
な
ど

２ 
．
能
力
及
び
実
績
に
基
づ
く

人
事
管
理
の
推
進

３ 
．
仕
事
と
生
活
の
調
和
に
向

け
た
勤
務
環
境
の
整
備

４ 

．
退
職
管
理―
高
齢
期
の
雇

用
問
題
な
ど
を
検
討

08人事院勧告

生
活
の
維
持
・
防
衛
の
と
り
く
み
強
化
を
！

い
。
日
政
連
議
員
を
中
心
に
具

体
的
な
改
善
を
求
め
た
と
り
く

み
と
、
今
後
一
層
の
団
結
を
固

め
、
広
い
視
野
で
教
育
界
を
見

つ
め
る
教
育
活
動
が
必
要
で
あ

る
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
藤
川
さ
ん
は
「
事
務

職
員
は
、
自
ら
主
体
的
に
判
断

し
、
提
案
し
て
い
く
時
期
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

標
準
的
職
務
表
の
確
立
が
極
め

て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
現
場

の
実
践
者
で
な
い
と
、
真
の
教

育
改
革
は
生
ま
れ
な
い
。
子
ど

も
達
の
笑
顔
が
は
じ
け
る
学
校

に
す
る
た
め
に
、
自
ら
立
ち
上

が
っ
て
闘
い
を
開
い
て
い
こ

う
。
た
た
け
よ
さ
ら
ば
ひ
ら
か

れ
ん
…
」
の
言
葉
で
講
演
を
締

め
く
く
っ
た
。

◆

参
加
者
か
ら
は
、「
日
々
じ

わ
じ
わ
と
給
与
を
始
め
と
す
る

し
め
つ
け
を
感
じ
て
い
た
が
、

中
央
情
勢
報
告
で
そ
の
実
態
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
で

の
協
約
締
結
権
の
話
は
、
目
か

ら
う
ろ
こ
だ
っ
た
」（
三
原
）「
藤

川
さ
ん
の
講
演
は
、
労
働
基
本

権
と
人
事
院
勧
告
の
関
係
と
現

状
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し
て
い

た
だ
き
、大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

人
事
院
勧
告
に
代
わ
る
新
た
な

制
度
の
提
案
は
興
味
深
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
現
場
教
職
員

の
立
場
に
立
っ
た
運
動
を
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
」（
明
石
）

と
い
っ
た
感
想
が
あ
っ
た
。

「
自
ら
主
体
的
に
判
断
し
、
提
案
し
て
い
く
た
め
に

は
、
標
準
的
職
務
票
の
確
立
が
極
め
て
重
要
」
と
語

る
藤
川
さ
ん 

（
７
月
30
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
）

 

自
ら
立
ち
上
が
り
闘
い
を
開
く

―

事
務
研
究
集
会
よ
り
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１
．
教
育
改
革
の
流
れ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
振
り
子

学
習
指
導
要
領
は
１
９
４
７

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
10
年
に

１
回
程
度
改
訂
さ
れ
て
き
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
振
り
子
の
様

に
左
右
に
振
れ
な
が
ら
改
革
さ

れ
て
き
た
と
言
え
る
。
戦
後
、

左
（
子
ど
も
中
心
主
義
の
極
）

に
振
れ
、
そ
の
後
、
高
度
経
済

成
長
期
に
右（
知
識
重
視
の
極
）

へ
振
れ
、
１
９
７
７
年
以
降
か

ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教

育
」
の
時
代
が
長
く
続
い
た
。

し
か
し
、
１
９
９
９
年
か
ら
の

学
力
低
下
論
を
発
端
に
大
き
く

右
に
振
れ
現
在
に
至
る
。

２
．
学
力
の
捉
え
方

学
力
の
樹

学
力
は
「
葉
」（
授
業
で
学
習

す
る
知
識
や
技
能
）、「
幹
」（
知

識
・
技
能
、
意
欲
・
関
心
を
相

互
に
自
ら
に
取
り
込
み
成
長
し

て
い
く
過
程
）、「
根
」（
意
欲
・

関
心
・
態
度
）

の
３
つ
に
表

す
こ
と
が
出

来
る
。

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型

の
学
力

学
力
の
樹

で
い
う「
幹
」

の
学
力
が
、

日
本
で
は
じ

め
て
大
き
く

取
り
上
げ
ら

れ
た
。「
葉
」

の
部
分
の
知

識
の
基
礎
・

基
本
を
習
得

し
、
習
得
し

た
教
科
の
知

識
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
。
さ

ら
に
は
、
自
分
で
課
題
を
設
定

し
、
情
報
収
集
、
分
析
、
検
討
、

整
理
を
自
分
な
り
に
確
認
す
る

探
究
活
動
ま
で
が
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型

の
学
力
で
あ
る
。

３
． 「
効
果
の
あ
る
学
校
」
か

ら
「
力
の
あ
る
学
校
」
へ

「
効
果
の
あ
る
学
校
」と
は
、

し
ん
ど
い
子
の
基
礎
学
力
を
支

え
て
い
る
学
校
の
こ
と
。昨
年
、

大
阪
府
内
で
効
果
の
あ
る
学
校

を
探
す
学
力
調
査
を
行
っ
た
。

結
果
は
、小
学
校
30
％
、中
学
校

25
％
、
す
べ
て
の
公
立
小
中
の

う
ち
、２
〜
３
割
の
学
校
は
し

ん
ど
い
層
の
学
力
を
支
え
て
お

り
、頑
張
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
こ
の
調
査
で
は
「
効

果
の
あ
る
学
校
」に
留
ま
ら
ず
、

す
べ
て
の
子
ど
も
の
能
力
を
向

上
さ
せ
る
「
力
の
あ
る
学
校
」

の
姿
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

た
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

が
、
自
分
の
も
っ
て
い
る
力
、

よ
さ
に
気
づ
き
、
自
信
を
持
っ

て
学
校
生
活
、
社
会
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
学
力
の

あ
る
基
準
点
を
超
え
る
こ
と
が

出
来
る
と
想
定
し
て
い
る
。

４
．
学
校
づ
く
り
へ
の
視
点

ス
ク
ー
ル
バ
ス
モ
デ
ル

「
力
の
あ
る
学
校
」
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
８
つ
の
要
素
に

例
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、

バ
ス
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
補
給
（
学

校
へ
の
人
的
・
物
的
サ
ポ
ー

ト
）、
道
路
（
社
会
環
境
）整
備
を

受
け
持
つ
、
文

科
省
、
教
育
行

政
の
支
援
体
制

が
重
要
で
あ
る
。

エ
ン
ジ
ン

（
①
気
持
ち
の

そ
ろ
っ
た
教
職

員
集
団
＝
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
）、

ハ
ン
ド
ル
（
②

戦
略
的
で
柔
軟
な
学
校
運
営
＝

共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
）、
前
輪
（
③

豊
か
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す

生
徒
指
導
＝
仲
間
づ
く
り
）（
④

す
べ
て
の
子
ど
も
の
学
び
を
支

え
る
学
習
指
導
＝
授
業
づ
く

り
）、
後
輪
（
⑤
と
も
に
育
つ
地

域
・
校
種
間
連
携
＝
地
域
と
の

連
携
）（
⑥
双
方
向
的
な
家
庭
と

の
か
か
わ
り
＝
生
活
・
学
習
習

慣
）、
内
装
（
⑦
安
心
し
て
学
べ

る
学
校
環
境
＝
快
適
な
教
室
）、

外
観
（
⑧
前
向
き
で
活
動
的
な

学
校
文
化
＝
特
色
あ
る
学
校
の

様
子
）
と
い
っ
た
要
素
が
必
要
。

５
． 「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
考
え
方

公
立
学
校
の
良
い
点
は
、１
．

地
域
性
（
地
域
に
根
ざ
し
て
い

る
）
２
．
平
等
性
（
誰
で
も
安

価
に
行
け
る
）３
．多
様
性（
色

ん
な
子
ど
も
が
い
る
）の
３
点
。

こ
れ
を
売
り
に
し
な
け
れ
ば
、

公
立
学
校
の
生
き
る
道
は
な
い

の
で
は
な
い
か
。

「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と

い
う
考
え
方
は
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
一
緒
に
育
て
て
い
く

こ
と
を
共
通
の
課
題
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
、
学
校
の
先
生
、

地
域
住
民
が
一
緒
に
活
動
を
く

み
た
て
「
地
域
」
で
育
て
て
い

く
こ
と
で
、
失
わ
れ
た
人
間
関

係
の
絆
を
回
復
す
る
と
い
う
も

の
。
そ
の
核
と
な
る
の
が
学
校

で
は
な
い
か
。

時
代
は
逆
風
と
思
う
が
、
公

立
学
校
の
価
値
は
変
わ
ら
な

い
。
逆
風
を
受
け
て
た
つ
の
で

は
な
く
、
ど
ん
ど
ん
打
っ
て
出

る
よ
う
に
し
た
い
。統
計
で
は
、

日
本
の
小
学
生
の
う
ち
99
％
は

公
立
小
学
校
、
中
学
生
の
90
〜

91
％
は
公
立
中
学
校
に
行
っ
て

い
る
。
圧
倒
的
多
数
が
公
立
学

校
で
あ
る
。こ
の
誇
り
を
持
ち
、

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

７
月
26
日
か
ら
３
日

間
、南
但
馬
自
然
学
校

で
、「
つ
な
が
れ
、ひ
ろ
が

れ
話
・
和
・
輪
」を
テ
ー

マ
に
、青
年
部
サ
マ
ー
セ

ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
２
３

１
名
が
参
加
し
た
。

講
座
Ⅰ

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
み

ん
な
で
つ
く
ろ
う
兵
庫

の
教
育
」
と
題
し
、
水

岡
俊
一
参
議
院
議
員
か

ら
、
政
治
や
国
会
の
情
勢
を
聞

い
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
政
治

は
難
し
く
、
な
か
な
か
関
心
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
教
員
免
許
更
新
制
度
の
問

題
点
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
現

場
の
実
情
を
国
会
の
場
で
訴
え

て
い
る
話
を
聞
き
、
私
た
ち
が

声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
」
と
い
う
感
想

が
あ
っ
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
専
任
司
書
教
諭

や
教
員
免
許
制
度
の
し
く
み
や

問
題
点
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
水
岡
さ
ん
は
「
民
主
党

が
与
党
に
な
れ
ば
、
免
許
更
新

制
や
学
校
の
諸
問
題
な
ど
、
教

育
は
変
わ
り
ま
す
」
と
力
強
く

話
し
た
。

講
座
Ⅱ

班
ご
と
に
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
、
マ

ウ
ン
テ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
歌

に
平
和
の
願
い
を
こ
め
て
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
、
感
動
体

験
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
た
。

教
職
員
が
自
ら
自
然
体
験
や
福

祉
体
験
、
社
会
体
験
を
す
る
中

で
、「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」

「
モ
ノ
を
つ
く
る
こ
と
」「
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
し
た
体
験
学

習
」の
大
切
さ
、「
協
力
・
協
働
」

の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
。

すべての子どもの
 基礎学力を保障する学校づくり

「
力
の
あ
る
学
校
」
を
つ
く
る ―

 

学
力
新
時
代
の
課
題

教
育
課
程
編
成
講
座
（
後
期
）
講
演
よ
り

志水宏吉さん
（大阪大学大学院教授）

講
座
Ⅲ

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
め
ざ
せ
食

の
達
人
」
と
題
し
、
デ
ィ
ベ
ー

ト
、
ク
イ
ズ
か
ら
は
じ
ま
り
、

食
育
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

た
。
ま
た
、
保
田
茂
さ
ん
（
神

戸
大
学
名
誉
教
授
・
教
育
文
化

研
究
所
協
力
研
究
所
員
）か
ら
、

食
育
を
推
進
し
て
い
る
学
校
の

年
間
計
画
を
も
と
に
、組
織
的
・

計
画
的
・
継
続
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

小
西
宏
典
青
年
部
長
よ
り

学
校
現
場
の
多
忙
化
が
す
す

む
今
だ
か
ら
こ
そ
、
青
年
教
職

員
は
職
場
・
支
部
・
県
内
の
な

か
ま
と
つ
ど
い
、
同
じ
時
間
を

共
有
し
、
語
り
合
う
こ
と
が
必

要
。
子
ど
も
た
ち
の
姿
や
自
身

の
働
き
方
を
話
す
こ
と
で
、
共

感
や
和
み
が
生
ま
れ
る
。
な
か

ま
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
よ
う
。

各
講
座
は
、
私
た
ち
教
職
員

が
大
切
に
し
た
い
視
点
や
、
同

僚
や
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
い

で
い
き
た
い
こ
と
を
中
心
に
構

成
さ
れ
た
。
参
加
し
た
こ
と
で

得
た
も
の
を
分
会
、
支
部
に
ひ

ろ
げ
、「
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

し
た
体
験
学
習
」
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
べ
く
、
兵
教
組
の
と

り
く
み
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
。

◆

学力の樹

「葉」（知識・技能）

「幹」      （PISA型学力）

「根」（意欲・関心・態度）

⑦「内装」（インテリア）
   学習環境
  （快適な室内・教室）
  【掲示物・作品など】

⑧「ボディ」（外観）
（外から見た学校の様子）
   学校文化
       （特色ある学校）

⑤「後輪」（左）
   外部連携
（地域との連携）

④「前輪」（右）
   学習指導
 （授業づくり）

③「前輪」（左）
   生徒指導
 （仲間づくり）

⑥「後輪」（右）
  家庭との連携
（生活・学習習慣）

②「ハンドル」（アクセル・ブレーキ）
   学校運営
           （共通のビジョン）

①「エンジン」
  教職員集団
（チームワーク）

「力のある学校」号  （スクールバス：８つの要素）

青年部サマーセミナー2008

話
し
、
和
み
、
な
か
ま
の
輪
を
広
げ
る

　

「
プ
ー
ル
」た

つ
の
市
神
岡
小
学
校　

一
年

つ
だ　

ま
ひ
ろ

プ
ー
ル
の
な
か
で
め
を
あ
け
た
ら

め
の
な
か
に
み
ず
が
は
い
る
と
お
も
っ
た
か
ら

あ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

で
も
、
あ
け
た
ら
だ
い
じ
ょ
ぶ
だ
っ
た
。

あ
け
た
ら
、
み
ん
な
の
あ
し
が
み
え
た
。

た
の
し
か
っ
た
。

と
も
だ
ち
と
、
い
っ
し
ょ
に
も
ぐ
っ
た
ら

と
も
だ
ち
の
か
お
が
、
お
も
し
ろ
く
て

ふ
き
だ
し
た
。

（詩：こどもの詩と絵第28集より）
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